
学校教育目標
　　確かな力(学力、体力、生活力）、豊かな心を持ち、自立する子どもを育てる

目指す学校像（ビジョン）
　【めざす子ども像】①よく学ぶ子　②思いやりや感謝の気持ちをもつ子　③心身ともにたくましい子
　【めざす学校像】①活力ある学校　②安全、安心、安楽な学校　③信頼される学校
　【めざす教師像】①子どものために全力で職務に励む教職員　②自己成長への意欲ある教職員

努力指標 成果指標
４　全員月1回1分間スピーチを実施した ４　児童全員が10回以上発表した
３　全員2ヶ月で1回1分間スピーチを実施した ３　児童全員が 8回以上発表した
２　全員3ヶ月で1回1分間スピーチを実施した ２　児童全員が 6回発表した
１　全員4ヶ月で1回1分間スピーチを実施した １　児童全員が 4回発表した
４　月10回朝読を実施 ４　児童全員が４0冊以上本を読む子ことができた
３　月 8回朝読を実施 ３　児童の80%以上が４0冊以上本を読むことができた
２　月 6回朝読を実施 ２　児童の60%以上が４0冊以上本を読むことができた
１  月 4回朝読を実施 １　４0冊以上本を読んだ児童が60%未満であった
４　漢字ミニテスト（10問）月4回実施 ４　中間のまとめの評価で児童の８０％が９０点以上取れる
３　漢字ミニテスト（10問）月３回実施 ３　中間のまとめの評価で児童の７０～７９％が９０点以上取れる
２　漢字ミニテスト（10問）月２回実施 ２　中間のまとめの評価で児童の６０～６９％が９０点以上取れる
１  漢字ミニテスト（10問）月１回実施 １　中間のまとめの評価で児童の６０％未満が９０点以上取れる
４　計算ミニテスト（10問）月4回実施 ４　中間のまとめの評価で児童の８０％が９０点以上取れる
３　計算ミニテスト（10問）月３回実施 ３　中間のまとめの評価で児童の７０～７９％が９０点以上取れる
２　計算ミニテスト（10問）月２回実施 ２　中間のまとめの評価で児童の６０～６９％が９０点以上取れる
１　計算ミニテスト（10問）月１回実施 １　中間のまとめの評価で児童の６０％未満が９０点以上取れる
４　全学級が計画を100%実施した
３　80%以上の学級が計画通り実施した
２　60%以上の学級が計画通り実施した
１　計画通り実施した学級が60%未満だった
４　全学級が計画を100%実施した
３　80%以上の学級が計画通り実施した
２　60%以上の学級が計画通り実施した
１　計画通り実施した学級が60%未満だった
４　無言でそうじをする ４　児童の９０％が達成できた
３　すみずみまでそうじをする ３　児童の７０％が達成できた
２　そうじ道具をきちんとかたづける ２　そうじの反省をする機会を設け、児童の５０％が達成できた。
１　放送の合図でそうじを開始・終了する １　努力指標についてのそうじの反省の機会を設けた。
４　年5回実施した
３　年4回実施した
２　年3回実施した
１　実施回数が年2回以下だった
４　全職員が3回以上情報交換ができた
３　全職員が2回情報交換ができた
２　全職員が1回情報交換ができた
１　声かけをすることができなかった職員がいた
４　百周年記念事業に向けた取組の様子を５回以上発信する ４　百周年事業に向けた取組が児童の成長にとって効果的だと思う保護者80%以上

３　百周年記念事業に向けた取組の様子を４回以上発信する ３　百周年事業に向けた取組が児童の成長にとって効果的だと思う保護者60%以上

２　百周年記念事業に向けた取組の様子を３回以上発信する ２　百周年事業に向けた取組が児童の成長にとって効果的だと思う保護者40%以上

１　百周年記念事業に向けた取組の様子の発信が３回未満だった １　百周年事業に向けた取組が児童の成長にとって効果的だと思う保護者40%未満

４  年間11回以上指導した
３  年間 8回以上指導した
２  年間 6回以上指導した
１　年間指導回数が５回以下だった
４　時間内に残さず食べる。 ４　残食率が市の平均より低くなる。
３　かたづけがきちんとできる。 ３　残食率が市の平均と同じになる。
２　身じたくを整えて配ぜんができる。 ２　残食率が昨年度より低くなる。
１　給食の準備が時間内にてぎわよくできる。 １　残食率が昨年度と変わらない。

４　学年×５０回続けて跳べた
３　学年×４０回続けて跳べた
２　学年×３０回続けて跳べた
１　学年×３０回未満だった

百周年記念事業に向け、地
域と連携しながら取り組む。

*学校だよりやホームページで、百周年記念事業
に向け、地域や学校に親しみが深まるような取
組の様子を発信する。

*なかよしタイムは、全員外へ出て遊ぶ。

＊毎月保健だよりや給食だよりを配付
し、実践に結びついた学級指導をする。

学校内での安全教育・健康教
育を進める。

児童の基礎体力の向上を図
る。

評価指標・評価基準

＊全員が学期に２０冊以上本を読むこと
ができる。(月4冊平均)

＊児童全員が各学年の漢字を読み書き
することができる。

＊児童全員が各学年で学習する計算を
正確に行うことができる。

＊食育の年間指導計画を立て、指導す
る。

＊子ども110番の家、商店などに呼びか
けをし情報交換をする。

＊進んで学校美化に取り組むことができ
る。

＊全員が、参観授業に道徳授業を取り
入れる。

＊教科・他の領域との関連をふまえた年
間指導計画を立て、計画に沿った実践を
する。
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＊安全教室を年5回実施する。

領域
中期経営目
標

短期経営目標 具体的方策

児童の安全管理に関する地
域との連携を深める。

学
力
の
向
上

基礎・基本を
大切にし、わ
かる授業の
創造に努め
る。

読む、書く、伝える、計算する
力の定着を図り、自ら学ぶ力
を育てる。

＊調べたことや学習したことをまとめ、発
表する場を作る。

道徳教育の充実及び学級づく
りについて研修を深める。

基本的生活習慣の定着を図
る。
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